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は
じ
め
に

　

北
一
輝
研
究
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
関
心
に
限
ら
ず
、
在
野
の
研
究
を
含
め
た

広
い
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
強
い
関
心
を
継
続
的
に
持
た
れ
て
い
る
。『
日
本
思
想

史
講
座
4
（
近
代
）』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
三
年
）
で
行
わ
れ
た
、
近
代
日

本
の
思
想
家
の
人
気
調
査
を
行
う
「
思
想
家
番
付
」
に
よ
れ
ば
、
北
一
輝
は

「
教
科
書
で
の
頻
度
数
は
低
い
が
、
思
想
史
研
究
で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
思

想
家
」
と
し
て
名
を
連
ね
て
お
り
、
そ
の
評
価
に
相
違
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
北

一
輝
研
究
は
星
の
数
ほ
ど
あ
る
と
言
っ
て
問
題
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る）

1
（

。
し

か
し
、
こ
う
し
た
強
い
関
心
の
一
方
で
、
北
一
輝
の
思
想
の
全
体
像
に
つ
い
て

の
定
説
は
な
く
、
各
論
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
者
同
士
の
議
論
自
体
も

〝
イ
マ
イ
チ
嚙
み
合
わ
な
い
〞
と
い
う
状
態
が
続
い
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

　

北
研
究
史
の
本
格
的
な
整
理
は
Ｇ
・
Ｍ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
『
北
一
輝
と
日
本
の

近
代
』（
勁
草
書
房
、
一
九
七
一
年
）
第
七
章
に
収
録
さ
れ
た
「
日
本
に
お
け

る
北
一
輝
研
究
史
」
が
ほ
と
ん
ど
唯
一
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
北
一
輝
の
研

究
文
献
目
録
は
、
一
九
七
五
年
三
月
ま
で
の
日
本
語
文
献
に
つ
い
て
は
宮
本
盛

太
郎
『
北
一
輝
研
究
』（
有
斐
閣
、
一
九
七
五
年
）
に
か
な
り
の
密
度
で
網
羅

さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
欧
語
文
献
に
つ
い
て
は
前
掲
し
た
『
北
一
輝
と
日
本

の
近
代
』
に
収
録
さ
れ
た
「
参
考
文
献
お
よ
び
文
献
補
遺
」
に
一
九
七
一
年
ま

で
の
研
究
文
献
目
録
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
も
こ
れ
ら
の
優
れ
た
先
行
研
究

に
依
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
が
、
Ｇ
・
Ｍ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
よ
る
本
格
的
な
研
究

史
整
理
が
行
わ
れ
て
か
ら
半
世
紀
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
二
〇
二
一
年
三
月
現

在
、
そ
の
後
の
研
究
史
を
本
格
的
に
総
括
す
る
作
業
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
こ
う
し
た
北
一
輝
研
究
の
状
況
に
対
応
し
て
「
議
論
の
本
位
」
を

ま
ず
定
め
る
こ
と
を
意
図
し
、
戦
後
ま
も
な
く
か
ら
二
〇
二
〇
年
現
在
に
至
る

ま
で
の
膨
大
な
北
一
輝
研
究
の
整
理
を
行
う
。
そ
の
際
、
北
の
研
究
史
を
四
つ

の
時
期
に
大
別
す
る
。
第
一
期
は
昭
和
二
〇
年
代
（
一
九
四
五
〜
一
九
五
四

年
）、
第
二
期
は
昭
和
三
〇
年
代
（
一
九
五
五
〜
一
九
六
四
年
）、
第
三
期
は
昭

和
四
〇
年
代
か
ら
昭
和
の
終
わ
り
ま
で
（
一
九
六
五
〜
一
九
八
九
年
）、
第
四

〈
論
説
〉

北
一
輝
研
究
の
動
向
と
展
望
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期
は
平
成
の
始
ま
り
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
（
一
九
八
九
年
〜
二
〇
二
〇
年
現

在
ま
で
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
い
て
論
点
別
の
分
類
を

適
宜
行
う
こ
と
で
、
北
一
輝
研
究
の
動
向
を
整
理
し
、
そ
の
上
で
今
後
の
研
究

の
展
望
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
第
一
期
か
ら
第
二

期
（
誕
生
と
展
開
）
を
一
章
で
、
北
一
輝
研
究
が
最
も
盛
ん
だ
っ
た
第
三
期
の

整
理
を
二
章
で
、
第
四
期
の
整
理
と
今
後
の
研
究
の
展
望
を
第
三
章
で
記
述
す

る
。

一　

北
一
輝
研
究
の
誕
生
と
そ
の
展
開

⑴　
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
」
と
北
一
輝
研
究

　

第
一
期
は
昭
和
二
〇
年
代
（
一
九
四
五
〜
一
九
五
四
年
）
で
あ
る
。
こ
の
時

期
は
戦
後
の
歴
史
学
の
出
発
点
で
あ
る
と
共
に
、
最
初
の
体
系
的
な
北
一
輝
研

究
が
生
ま
れ
た
時
期
で
も
あ
る
。
第
一
期
の
北
一
輝
像
は
、
一
言
で
い
え
ば

「
フ
ァ
シ
ス
ト
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
同
時
代
の
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
」

に
つ
い
て
ま
ず
簡
単
に
記
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
」
の
形
成
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
具
島
兼

三
郎
が
提
起
し
、
丸
山
眞
男
に
よ
っ
て
広
く
周
知
さ
れ
た
所
謂
「
上
か
ら
の
フ

ァ
シ
ズ
ム
／
下
か
ら
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
論
で
あ
る
。
具
島
は
、
血
盟
団
事
件
か

ら
五
・
一
五
事
件
を
経
て
二
・
二
六
事
件
に
至
る
一
連
の
過
程
を
「
下
か
ら
の

フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
」
と
呼
ぶ
が
、
そ
れ
は
一
面
で
し
か
な
い
と
し
て
、
政
府
の
手

に
よ
っ
て
上
か
ら
な
し
崩
し
的
に
行
わ
れ
る
「
フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
」
の
存
在
を
指

摘
し
、
日
本
の
場
合
は
「
上
か
ら
」
が
主
流
で
あ
り
、「
下
か
ら
の
フ
ア
ッ
シ

ズ
ム
運
動
」
は
た
だ
政
府
が
国
内
支
配
体
制
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
を
図
る
た
め
の

口
実
な
い
し
促
進
剤
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
す
る）

2
（

。
そ
し
て
、
具
島
は
以
下
の

通
り
記
述
す
る
。

か
く
の
知
く
日
本
で
は
フ
ア
ッ
シ
ョ
化
の
本
流
を
な
し
て
ゐ
る
も
の
は
、

下
か
ら
の
フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
で
あ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
上
か
ら
の
そ
れ
な
の

で
あ
る
。
下
か
ら
の
フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
が
決
し
て
フ
ア
ッ
シ
ョ
化
の
本
流
を

な
す
る
の
で
な
い
と
云
ふ
証
拠
に
は
、
そ
れ
が
独
占
資
本
の
想
定
し
た
そ

の
時
々
の
フ
ア
ッ
シ
ョ
化
の
予
定
線
を
一
歩
で
も
越
え
た
が
最
後
、
政
府

の
手
に
よ
つ
て
苛
借
な
く
弾
圧
さ
れ
て
ゐ
る
事
実
を
見
れ
ば
こ
の
こ
と
は

極
め
て
明
瞭
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
五
・
一
五
事
件
と
二
・
二
六
事
件
を

比
較
し
て
み
れ
ば
よ
く
分
る
。
五
・
一
五
事
件
の
場
合
に
は
被
告
達
の
考

へ
て
ゐ
た
こ
と
は
、
た
ゞ
腐
敗
し
た
政
策
政
治
の
破
壊
だ
け
で
あ
つ
て
、

そ
こ
に
は
建
設
的
な
何
等
の
プ
ラ
ン
も
な
か
つ
た
。
そ
こ
で
独
占
資
本
は

自
分
達
に
と
つ
て
無
害
な
こ
れ
ら
被
告
達
を
遇
す
る
に
「
国
士
」
を
以
て

し
国
民
の
間
に
信
用
を
失
墜
し
た
政
党
内
閣
廃
止
の
口
実
と
し
て
こ
の
事

件
を
利
用
し
た
。
し
か
し
、
二
・
二
六
事
件
に
な
る
と
大
分
越〔
マ
マ
〕き
が
違
つ

て
ゐ
る
。
被
告
達
は
タ
ー
デ
タ
ー
後
に
断
行
す
べ
き
建
設
の
プ
ラ
ン
を
も

つ
て
ゐ
た
。
そ
の
プ
ラ
ン
は
凡
そ
共
産
主
義
の
そ
れ
と
は
似
て
も
似
つ
か

ぬ
も
の
で
あ
つ
た
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
当
時
の
窮
迫
し
た
農
民
や
中
小

商
工
業
者
、
小
市
民
等
の
独
占
資
本
に
対
す
る
強
い
反
感
を
代
表
し
て
ゐ

た
。
北
一
輝
の
「
日
本
改
造
法
案
」
に
基
礎
を
お
く
青
年
将
校
達
の
革
新

プ
ラ
ン
は
、
独
占
資
本
の
当
時
想
定
し
た
フ
ア
ッ
シ
ョ
化
の
予
定
線
を
遥

か
に
越
え
る
も
の
で
あ
つ
た
。
加
ふ
る
に
こ
の
事
件
は
独
占
資
本
の
代
弁

者
達
の
身
邉
を
直
接
脅
威
し
た
点
で
、
到
底
五
・
一
五
事
件
の
比
で
は
な

か
つ
た
。
そ
こ
で
被
告
の
青
年
将
校
達
は
「
赤
」
と
云
ふ
名
目
の
下
に
大

量
銃
殺
さ
れ
た）

3
（

。
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こ
の
よ
う
に
、
具
島
は
五
・
一
五
事
件
と
二
・
二
六
事
件
を
比
較
し
、
下
か

ら
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
と
し
て
の
二
・
二
六
事
件
に
お
い
て
、
北
一
輝
の
『
日

本
改
造
法
案
大
綱
』
が
運
動
の
主
体
と
な
っ
た
青
年
将
校
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
と
主
張
し
た
。
続
い
て
、
丸
山
の
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
思
想
と
運
動
」

（
一
九
四
八
年
）
に
目
を
向
け
る
と
、
丸
山
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
の
時
代
区
分

に
つ
い
て
、
①
準
備
期
と
し
て
、
大
正
八
、
九
年
の
ち
ょ
う
ど
世
界
大
戦
の
終

わ
っ
た
頃
か
ら
満
州
事
変
に
至
る
「
民
間
に
お
け
る
右
翼
運
動
の
時
代
」
を
置

き
、
②
成
熟
期
と
し
て
、
昭
和
六
年
の
満
州
事
変
の
前
後
か
ら
昭
和
一
一
年
の

二
・
二
六
事
件
に
至
る
「
急
進
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
時
代
」
を
置
き
、
③
二
・
二
六

後
の
粛
軍
か
ら
終
戦
ま
で
に
起
こ
っ
た
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
完
成
期
」
と
し

て
、
軍
部
が
上
か
ら
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
担
い
手
と
し
て
官
僚
・
重
臣
等
の
半
封

建
的
勢
力
と
独
占
資
本
及
び
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
と
の
間
に
連
合
支
配
体
制
を
作

り
上
げ
る
所
謂
「
八
・
一
五
ま
で
の
時
代
」
を
置
く）

4
（

。
丸
山
が
、
具
島
の
「
日

本
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
」
を
受
け
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

こ
の
①
の
時
期
に
つ
い
て
丸
山
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
も
っ
と
本
来
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
近
い
運
動
も
や
は
り
こ
の
時
期
に

発
足
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
教
祖
と
も

い
う
べ
き
北
一
輝
が
大
川
周
明
・
満
川
亀
太
郎
と
と
も
に
「
猶
存
社
」
を

作
っ
た
の
は
大
正
八
年
で
す
。
後
に
二
・
二
六
事
件
の
思
想
的
背
景
を
な

し
た
北
の
「
日
本
改
造
法
案
」
は
こ
の
猶
存
社
の
い
わ
ば
「
わ
が
闘
争
」

で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
猶
存
社
の
綱
領
に
は
、「
革
命
日
本
の
建
設
」「
改

造
運
動
の
連
絡
」「
亜
細
亜
民
族
の
解
放
」
等
が
掲
げ
ら
れ
、
こ
こ
で
前

の
グ
ル
ー
プ
の
ご
と
き
単
な
る
反
赤
化
運
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
内
改
造

と
国
際
的
主
張
と
を
一
本
に
結
ぶ
本
来
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

が
明
白
に
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
や
が
て
間
も
な
く
大
川
周
明

と
満
川
亀
太
郎
は
北
と
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
て
安
岡
正
篤
や
西
田
税
ら

と
共
に
大
正
十
三
年
、「
行
地
社
」
を
組
織
し
た
。
こ
の
「
猶
存
社
」「
行

地
社
」
の
系
統
か
ら
後
の
多
く
の
右
翼
団
体
が
発
生
し
て
く
る
わ
け
で
す）

5
（

。

　

引
用
の
通
り
、
丸
山
は
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
教
祖
」
と
し
て
の
北
一
輝
像

を
主
張
し
、「
日
本
改
造
法
案
大
綱
」
を
「
わ
が
闘
争
」
と
同
様
の
も
の
と
し

て
い
る
。
加
え
て
、
丸
山
は
北
一
輝
の
『
日
本
改
造
法
案
大
綱
』
の
記
述
を
取

り
上
げ
て
、「
日
本
は
『
有
機
的
不
可
分
な
る
一
大
家
族
な
り
』
と
い
う
こ
と

を
い
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
点
は
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
全
部
に
共
通
し
て

お
り
ま
す
。
な
る
ほ
ど
ナ
チ
ス
に
お
い
て
も
似
た
よ
う
な
観
念
が
あ
り
ま
す）

6
（

」

と
記
述
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
ナ
チ
ス
と
北
一
輝
の
思
想
の
共
通
点
を
取
り
だ

し
て
い
る
。

　

こ
の
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
」
の
影
響
下
で
戦
後
の
北
一
輝
研
究
は
出
発
す

る
こ
と
に
な
る
。
最
初
の
体
系
的
な
北
一
輝
の
伝
記
的
研
究
で
あ
る
田
中
惣
五

郎
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
源
流
│
北
一
輝
の
思
想
と
生
涯
』（
白
楊
社
、
一
九

四
九
年
）
は
、
北
を
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
源
流
」
と
評
価
す
る
も
の
で
あ
り
、

い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
」
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た
も

の
で
あ
っ
た
。
田
中
の
研
究
は
、
史
料
的
な
制
約
や
、
先
行
研
究
の
積
み
重
ね

が
無
い
と
い
う
当
時
の
状
況
を
考
え
れ
ば
、
驚
く
べ
き
密
度
を
持
っ
た
研
究
で

あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
北
を
「
フ
ァ
シ
ス
ト 

」
の
類
型
に
当
て
は
め
る
研
究

で
あ
る
点
に
お
い
て
思
想
の
把
握
に
限
界
が
あ
る
。

　

こ
の
時
期
の
他
の
北
一
輝
研
究
は
、「
日
本
に
お
け
る
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
の

歴
史
的
主
体
は
軍
で
は
な
く
、
二
・
二
六
事
件
を
領
導
し
た
北
一
輝
に
由
来
し

て
い
る）

7
（

」
と
評
価
し
た
上
で
、
明
治
維
新
を
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
本
質
的
に
同
じ
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ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
と
す
る
北
の
史
観
に
つ
い
て
労
農
派
史
論
の
先
駆
で
あ
る
と

も
評
価
し
、
当
時
フ
ァ
シ
ス
ト
の
代
名
詞
で
あ
っ
た
北
一
輝
を
使
う
こ
と
で
労

農
派
を
批
判
し
た
服
部
之
総
の
研
究
や
、「
純
正
フ
ァ
シ
ス
ト）

8
（

」・「
イ
ン
チ
キ

な
過
激
主
義）

9
（

」
と
し
た
藤
原
弘
達
の
研
究
の
よ
う
に
、
久
野
収
の
言
葉
を
借
り

れ
ば
「
二
・
二
六
事
件
の
黒
幕
、
日
本
型
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
元
兇
と
し
て
〝
死
せ

る
犬
〞
の
扱
い
を
う
け
る
だ
け）

10
（

」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
評
価
は
い
ず
れ
も
共

産
主
義
に
よ
る
革
命
を
正
統
と
捉
え
る
認
識
の
下
、
フ
ァ
シ
ズ
ム≒

疑
似
革
命

の
思
想
を
持
つ
と
判
断
さ
れ
る
北
一
輝
を
否
認
す
る
と
い
う
構
造
を
持
っ
て
い

る
と
言
え
る
。

　

上
記
の
田
中
の
研
究
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
第
一
期
に
お
け
る
北
一
輝
研

究
は
、
政
治
学
的
な
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
特
徴
に
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
期
の
研
究
は
、「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
研
究
と

共
に
生
ま
れ
、
そ
の
よ
う
な
あ
る
分
析
概
念
を
前
提
に
し
た
北
一
輝
の
思
想
の

類
型
的
解
釈
と
い
う
傾
向
を
基
本
的
に
は
乗
り
越
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、「
静
的
」

な
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

⑵　

北
一
輝
研
究
の
転
換
点

　

第
二
期
は
昭
和
三
〇
年
代
（
一
九
五
五
〜
一
九
六
四
年
）
で
あ
る
。
こ
の
時

期
の
北
一
輝
評
に
は
、
花
田
清
輝
の
「
物
凄
い
フ
ァ
ウ
ル）

11
（

」
と
い
う
評
や
、
竹

内
好
に
よ
る
「
そ
の
名
に
恥
じ
ぬ
正
銘
の
フ
ァ
シ
ス
ト）

12
（

」
と
い
う
評
、「
北
一

輝
の
思
想
を
論
ず
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
日
本
超
国
家
主
義
の
真
髄
を
究
め
る

と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
」
と
い
う
橋
川
文
三
の
評）

13
（

、
松
田
道
雄
に
よ
る
土

着
の
社
会
主
義
と
し
て
の
「
日
本
社
会
主
義
」
を
持
っ
た
社
会
主
義
者）

14
（

と
い
う

評
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
第
一
期
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
評
価
か
ら
、

相
対
的
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
評
価
に
転
じ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　

こ
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
六
年
の
久
野
収
に
よ
る
研
究
の
影
響
が
大

き
い
。
久
野
は
、
伊
藤
博
文
が
帝
国
憲
法
や
教
育
勅
語
を
通
し
て
作
り
上
げ
た

明
治
国
家
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
国
民
に
は
「
顕
教
」
と
し
て
絶
対
主
義
天

皇
制
に
よ
る
統
治
を
行
い
、
現
実
の
政
治
の
場
面
に
お
い
て
は
「
密
教
」
と
し

て
天
皇
機
関
説
に
近
い
官
僚
統
治
を
行
っ
た
と
す
る
「
顕
教
・
密
教
」
論
を
提

唱
し
た）

15
（

。
久
野
は
、
北
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
逆
手
に
と
っ
て
「
天
皇
の
国
民
、

天
皇
の
日
本
」
か
ら
「
国
民
の
天
皇
、
国
民
の
日
本
」
へ
と
逆
転
さ
せ
る
こ
と

を
図
っ
た
と
し
、
こ
の
点
に
お
い
て
吉
野
作
造
の
「
民
主
主
義
」
と
の
共
通
性

を
指
摘
す
る
と
共
に
、
北
が
革
命
思
想
の
日
本
土
着
化
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
を
強
調
し
た）

16
（

。
こ
の
久
野
の
研
究
は
、
北
の
『
日
本
改
造
法
案
大
綱
』
の

主
張
が
軍
国
主
義
の
大
き
な
流
れ
を
助
勢
し
た
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
第
一
期

の
研
究
と
同
様
で
あ
る
も
の
の
、
明
治
の
国
家
主
義
と
昭
和
の
「
フ
ァ
シ
ズ

ム
」
に
連
続
性
を
見
出
し
、
そ
の
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
区
別
さ
れ
る
も
の
と
し

て
北
の
思
想
を
位
置
づ
け
た
点
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム

の
源
流
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
質
な
評
価
を
北
研
究
史
に
も
た
ら
し
た
。

こ
の
意
味
で
、
久
野
の
研
究
は
北
一
輝
研
究
の
一
つ
の
転
機
と
な
っ
た
と
言
え

よ
う
。

　

久
野
の
こ
の
研
究
以
降
、
北
一
輝
の
思
想
の
再
評
価
が
進
ん
で
い
く
。
橋
川

文
三
「
昭
和
超
国
家
主
義
の
諸
相
」（
一
九
六
四
年
）
は
、
第
一
期
に
見
た
よ

う
な
丸
山
眞
男
の
極
端
に
強
い
国
家
主
義
と
し
て
の
「
超
国
家
主
義
」
と
対
比

す
る
形
で
、
国
家
主
義
を
通
し
て
国
家
を
超
え
て
い
く
意
味
で
の
「
超
国
家
主

義
」
へ
の
転
換
を
促
し
た）

17
（

。
こ
の
時
、
丸
山
的
な
「
超
国
家
主
義
者
」
と
し
て

の
北
は
「
天
皇
制
国
家
」
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
で
あ
る
が
、
橋
川
的
な
「
超
国
家
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主
義
者
」
と
し
て
の
北
は
「
超
天
皇
制
国
家
」
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
な
る
。
橋

川
の
研
究
は
、「
超
国
家
主
義
」
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
特
殊
形
体
の
内

に
主
体
的
個
人
の
形
成
、
国
民
国
家
の
閉
鎖
性
の
克
服
、
ア
ジ
ア
の
連
帯
と
平

和
の
原
動
力
を
見
る
も
の
で
あ
り）

18
（

、
久
野
に
よ
る
再
解
釈
可
能
性
を
深
化
さ
せ

た
象
徴
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
橋
川
の
研
究
は
、
超
国
家
主
義≒

フ
ァ
シ
ズ

ム≒

革
命
と
い
う
思
想
軸
か
ら
北
を
評
価
し
、
共
産
主
義
革
命
を
正
統
と
考
え

る
も
の
と
一
線
を
画
す
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
第
三
期
の
松
本
健
一
の
研
究
へ

と
繫
が
っ
て
い
く
意
味
で
非
常
に
重
要
な
研
究
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
フ
ァ
シ
ス
ト
に
規
定
す
る
論
も
依
然
と
し
て
存
在
す
る
。
主
要
な
も

の
で
は
最
初
の
体
系
的
な
伝
記
的
研
究
を
行
っ
た
田
中
惣
五
郎
が
、
第
一
期
で

の
研
究
か
ら
引
き
続
き
行
っ
た
「
北
一
輝
：
日
本
的
フ
ァ
シ
ス
ト
の
象
徴
」

（
一
九
五
九
年
）
が
あ
る
が
、
そ
の
影
響
度
は
第
一
期
と
比
べ
相
対
的
に
弱
ま

っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
こ
の
時
期
か
ら
、
竹
内
好
の
思
想

の
影
響
を
受
け
て
、
ア
ジ
ア
の
近
代
と
い
う
視
点
が
北
一
輝
研
究
に
追
加
さ
れ

て
い
る
。
野
村
浩
一
「
国
民
的
使
命
感
の
諸
類
型
と
そ
の
特
質
│
大
隈
重
信
・

内
村
鑑
三
・
北
一
輝
│
」（
一
九
六
一
年
）
は
、
ア
ジ
ア
の
近
代
と
の
関
連
で

思
想
史
的
に
大
隈
や
内
村
と
比
較
し
な
が
ら
分
析
さ
れ
て
い
る
点
で
そ
の
代
表

的
な
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
に
見
た
通
り
、
第
二
期
の
北
一
輝
研
究
は
、「
フ
ァ
シ
ス
ト
」
と
い
う

一
面
的
な
評
価
か
ら
大
き
く
発
展
し
、
一
九
五
九
年
に
『
北
一
輝
著
作
集
』
の

第
一
巻
と
第
二
巻
が
刊
行
さ
れ
た
影
響
も
相
ま
っ
て
、
多
様
化
す
る
と
共
に
、

「
動
的
」
な
も
の
へ
と
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

二　

北
一
輝
研
究
の
興
隆
と
「
政
治
の
季
節
」

⑴　
「
北
一
輝
ブ
ー
ム
」
と
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
争
」

　

第
三
期
は
昭
和
四
〇
年
代
か
ら
昭
和
の
終
わ
り
ま
で
（
一
九
六
五
〜
一
九
八

九
年
）
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
「
北
一
輝
ブ
ー
ム
」
と
呼
ば
れ
る
北
研
究
の

盛
況
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
「
北
一
輝
ブ
ー
ム
」
に
つ
い
て
『
史
学
雑
誌
』
の
一

九
七
三
年
の
「
回
顧
と
展
望
」
で
は
、
姫
田
光
義
に
よ
っ
て
以
下
の
通
り
に
記

述
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
辛
亥
革
命
期
の
研
究
と
関
連
し
て
北
一
輝
研
究
が
最
近
一
種
の

ブ
ー
ム
を
な
し
て
い
る
。
今
日
の
日
本
の
政
治
・
思
想
状
況
に
対
す
る
左

（
主
と
し
て
「
新
左
翼
」）
右
の
対
応
関
係
の
中
か
ら
生
じ
た
再
評
価
の
動

き
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
慎
重
に
考
察
さ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
北
と
中
国

革
命
と
の
か
か
わ
り
あ
い
に
お
い
て
「
支
那
革
命
外
史
」
が
と
り
あ
げ
ら

れ
（〔
マ
マ
〕
『
橋
川
文
三
『
順
逆
の
思
想
│
脱
亜
以
後
』〈
勤
草
書
房
〉、
長
谷
川

義
記
『
よ
み
が
え
る
北
一
輝
（
上
）』〈
月
刊
ペ
ン
社
〉
な
ど
）、
北
の
見

解
が
そ
の
ま
ま
宋
教
仁
論
や
革
命
史
理
解
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
が

あ
る
。
久
保
田
文
次
「『
支
那
革
命
外
史
』
の
実
証
的
批
判
」（『
史
艸
』

一
四
）
は
か
か
る
無
批
判
的
無
媒
介
的
な
北
の
見
解
の
と
り
扱
い
方
に
鋭

い
批
判
を
加
え
た
中
国
研
究
者
の
側
の
唯
一
の
論
稿
だ
が
、
そ
れ
は
単
に

『
外
史
』
の
と
り
扱
い
方
だ
け
に
止
ま
ら
ず
北
の
思
想
と
北
研
究
ブ
ー
ム

へ
の
批
判
と
し
て
の
ひ
ろ
が
り
を
も
つ
も
の
と
し
て
注
目
し
て
お
き
た
い）

19
（

。

　

姫
田
は
、「
北
一
輝
ブ
ー
ム
」
の
下
で
見
ら
れ
る
「
無
批
判
的
無
媒
介
的
な

北
の
見
解
の
と
り
扱
い
方
」
に
鋭
い
批
判
を
加
え
た
中
国
研
究
者
と
し
て
、
久

保
田
文
次
を
取
り
上
げ
、「
そ
れ
は
単
に
『
外
史
』
の
と
り
扱
い
方
だ
け
に
止
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ま
ら
ず
北
の
思
想
と
北
研
究
ブ
ー
ム
へ
の
批
判
と
し
て
の
ひ
ろ
が
り
を
も
つ
も

の
」
と
位
置
付
け
た
。
ま
た
、
引
用
部
の
通
り
、
姫
田
は
「
北
一
輝
ブ
ー
ム
」

を
「
今
日
の
日
本
の
政
治
・
思
想
状
況
に
対
す
る
左
（
主
と
し
て
「
新
左
翼
」）

右
の
対
応
関
係
の
中
か
ら
生
じ
た
再
評
価
の
動
き
」
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
こ

で
は
『
史
学
雑
誌
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
程
に
七
〇
年
代
前
半
に
は
「
北
一
輝

ブ
ー
ム
」
は
学
術
的
に
も
広
が
っ
て
い
た
点
を
重
視
し
た
い
。

　

ま
た
、
伊
藤
隆
に
よ
る
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
争
」
の
影
響
は
北
研
究
史
に
お
い

て
重
要
で
あ
る
。
伊
藤
隆
は
「
昭
和
政
治
史
研
究
へ
の
一
視
角
」（
一
九
七
六

年
）
に
お
い
て
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
概
念
批
判
と
結
び
つ
く
形
で
、「
フ

ァ
シ
ズ
ム
」
概
念
の
不
明
確
性
を
問
題
と
し
、
具
島
・
丸
山
の
延
長
線
上
に
位

置
す
る
「
比
較
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
」
を
主
張
し
て
い
た
山
口
定
な
ど
を
相
手
に
し

て
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
争
」
を
展
開
し
た
。
こ
の
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
争
」
に
刺
激

さ
れ
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
や
軍
部
の
実
証
研
究
が
厚
さ
を
増
し
た
が
、
そ
の
反

面
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
い
う
用
語
の
使
用
は
回
避
さ
れ
る
傾
向
が
強
ま
る
こ
と
に

な
っ
た
。「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
」
は
、
具
島
・
丸
山
の
「
上
か
ら
の
フ
ァ
シ

ズ
ム
」
／
「
下
か
ら
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
論
の
誕
生
以
降
、
そ
れ
を
批
判
・
修
正

す
る
た
め
の
種
々
の
試
み
で
あ
っ
た
と
言
え
る
が
、
伊
藤
の
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
論

争
」
に
よ
っ
て
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
」
の
足
元
が
揺
ら
い
だ
こ
と
で
、
北
一

輝
研
究
も
ま
た
そ
の
研
究
の
基
礎
部
分
か
ら
再
検
討
の
必
要
性
が
生
じ
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

⑵　

北
一
輝
像
の
乱
立

　

第
三
期
は
前
述
の
動
向
の
下
、
松
本
健
一
の
発
見
し
た
初
期
史
料
を
所
収
し

た
『
北
一
輝
著
作
集
』
第
三
巻
（
一
九
七
二
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
も
相
ま

っ
て
、
数
多
く
の
北
一
輝
像
が
乱
立
す
る
時
期
で
あ
る
。
本
章
で
は
そ
れ
を
Ａ

か
ら
Ｆ
の
六
つ
に
大
別
し
て
整
理
す
る
。
ま
ず
、
Ａ
「
革
命
的
ロ
マ
ン
主
義

者
」
と
い
う
北
一
輝
像
を
描
く
研
究
で
あ
る
。
橋
川
文
三
は
、
第
二
期
に
お
け

る
研
究
に
続
い
て
、
北
を
ル
ソ
ー
の
よ
う
な
「
芸
術
家
的
・
預
言
者
的
」
タ
イ

プ
の
「
国
家
社
会
主
義
者
」
と
規
定
し
、
そ
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
指
摘
し

た
）
20
（

。
橋
川
は
こ
の
「
国
家
社
会
主
義
」
の
概
念
に
つ
い
て
、
か
つ
て
マ
ル
ク
ス

主
義
者
で
あ
っ
た
者
が
転
向
し
て
国
策
に
便
乗
し
よ
う
と
し
た
時
に
機
能
主
義

的
に
で
っ
ち
あ
げ
た

0

0

0

0

0

0

折
衷
理
論
と
い
う
歴
史
的
記
憶
と
直
接
結
び
つ
け
る
の
で

は
な
く
、
国
家
主
義
も
し
く
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
、
社
会
主
義
と
の
交
渉
形

態
と
い
う
レ
ベ
ル
に
お
い
て
考
察
し
た）

21
（

。
そ
し
て
、
北
一
輝
の
場
合
に
つ
い
て
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
要
求
と
、
国
民
の
平
均
化
と
い
う
要
求
と
を
そ
の
思
想
の

根
本
的
契
機
と
し
て
い
た
と
い
う
意
味
で
は
こ
の
文
脈
に
置
く
こ
と
は
必
ず
し

も
不
当
で
は
な
い
と
し
て
、
北
の
思
想
と
高
畠
素
之
の
国
家
社
会
主
義
と
の
比

較
研
究
を
行
っ
た）

22
（

。

　

こ
の
橋
川
の
論
の
流
れ
に
松
本
健
一
の
研
究
は
位
置
付
け
ら
れ
る
。
松
本
は
、

北
を
浪
漫
主
義
的
個
人
主
義
者
か
ら
出
発
し
、
次
第
に
権
力
へ
の
意
志
を
強
め

て
カ
リ
ス
マ
を
志
向
し
た
「
自
己
絶
対
者
」・「
唯
一
者
」
と
規
定
し
、
北
が
目

指
し
た
の
は
浪
漫
的
革
命
で
あ
っ
た
と
結
論
し
た）

23
（

。
松
本
自
身
が
発
掘
し
た
北

の
初
期
資
料
に
も
と
づ
く
こ
の
論
文
は
、
立
論
が
発
表
し
た
当
時
の
思
想
状
況

に
適
応
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
注
目
さ
れ
、
北
ブ
ー
ム
の
一
つ
の
頂
点
と
な
っ
た

と
評
価
さ
れ
て
い
る）

24
（

。
ま
た
、
北
の
天
皇
観
を
浪
漫
派
の
系
譜
に
連
な
る
も
の

と
評
価
し
た
利
根
川
裕
の
研
究）

25
（

や
、
松
本
の
発
見
し
た
初
期
論
稿
に
基
づ
き
、

北
の
詩
人
と
し
て
の
出
発
点
を
強
調
し
た
木
下
長
宏
の
研
究）

26
（

は
こ
こ
に
位
置
づ

け
て
問
題
な
い
も
の
で
あ
る
。
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次
は
Ｂ
「
土
着
の
社
会
主
義
者
」・「
土
着
的
革
命
家
」
と
北
を
評
価
す
る
研

究
で
あ
る
。
一
九
六
九
年
に
提
示
さ
れ
た
鹿
野
政
直
の
研
究
は
、「
ブ
ル
ジ
ョ

ア
的
価
値
と
の
対
決
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
北
を
明
治
社
会
主
義
者
中
の
特
異

な
存
在
と
位
置
づ
け
て
い
る）

27
（

。
ま
た
、
河
原
宏
「
超
国
家
主
義
の
思
想
形
成
│

北
一
輝
を
中
心
と
し
て
│
」
は
、「
土
着
革
命
の
構
想
│
北
一
輝
が
自
ら
に
課

し
た
課
題
、
し
た
が
っ
て
彼
の
思
想
が
か
も
し
だ
す
異
様
な
魅
力
は
か
か
っ
て

こ
の
一
点
に
要
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う）

28
（

」
と
記
述
し
た
点
で
こ
の
分
類
の
代
表
的

な
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
村
上
一
郎
の
「
順
逆
不
二
、
一
貫
不
惑
の
社
会
主

義
者）

29
（

」
と
い
う
北
一
輝
像
も
こ
こ
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

三
つ
目
は
Ｃ
「
近
代
主
義
者
」
と
北
を
評
価
す
る
研
究
で
あ
る
。
一
九
七
一

年
、
Ｇ
・
Ｍ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
近
代
化
推
進
者
」
と
い
う
北
一
輝
像
が
描
か

れ
た
。
Ｇ
・
Ｍ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、「
近
代
化
論
」
は
非
常
に
普
遍
的
な
適
用

の
余
地
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、「
近
代
的
」
要
素
は
探
し
さ
え
す
れ
ば
い
つ
で

も
見
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
認
識
の
下
、「
近
代
化
論
」
の
基
準
に
従
え
ば
、
北

は
あ
ら
ゆ
る
点
に
お
い
て
「
近
代
化
推
進
者
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
、

北
を
学
問
的
に
検
討
す
る
と
共
に
、
箱
根
会
議
で
示
さ
れ
た
よ
う
な
「
近
代
化

論
」
の
有
効
性
を
批
判
す
る）

30
（

。
ま
た
、「
イ
ン
テ
レ
ク
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ス
ト
リ

ー
」
の
方
法
を
用
い
て
い
る
点
に
も
特
徴
が
あ
る
と
言
え
る
。

　

一
九
七
三
年
に
滝
村
隆
一
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
「
近
代
的
な
〈
共
同
体
│
即

│
国
家
〉
社
会
主
義
の
雄
」
と
い
う
北
一
輝
像
も
こ
こ
に
分
類
で
き
る
。
滝
村

は
「
日
本
的
＝
土
着
的
」
な
革
命
家
と
し
て
の
北
一
輝
像
を
批
判
し
、
北
を
近

代
的
な
思
想
家
と
評
価
し
た）

31
（

。
ま
た
、
一
九
七
五
年
の
渡
辺
京
二
「
擬
フ
ァ
シ

ス
ト
」
と
い
う
北
一
輝
像
も
こ
こ
に
分
類
す
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
渡

辺
は
日
本
的
コ
ミ
ュ
ー
ン
主
義
の
系
列
と
北
を
評
価
し
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
ブ
ル

ジ
ョ
ア
民
主
主
義
者
で
あ
る
と
す
る
が
、
そ
れ
は
、
日
本
の
近
代
化
過
程
に
お

い
て
近
代
的
民
主
主
義
者
で
あ
ろ
う
と
す
れ
ば
、
必
然
的
に
民
族
共
同
体
主
義

者
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
内
部
矛
盾
の
故
に
「
擬
フ
ァ
シ
ス
ト
的
」
傾
斜

す
ら
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
逆
説
と
し
て
の
「
北
一
輝
問
題
」
が
存

在
す
る
と
い
う
前
提
の
下
で
の
評
価
で
あ
る
た
め
で
あ
る）

32
（

。
加
え
て
、
一
九
七

七
年
、
福
井
直
秀
は
北
を
「
彼
流
の
〝
各
個
人
に
支
え
ら
れ
た
社
会
主
義
〞
革

命
を
構
想
し
た
」
と
評
価
し
た
。
福
井
の
研
究
は
『
国
体
論
及
び
純
正
社
会
主

義
』
に
現
れ
た
合
法
革
命
論
を
中
心
に
扱
い
、
北
の
運
動
論
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

描
く
と
共
に
、
日
本
を
〈
西
欧
〉
流
に
描
い
た
合
法
革
命
論
の
意
味
と
限
界
を

探
り
、
北
の
ク
ー
デ
タ
ー
方
式
を
日
本
に
お
け
る
〈
革
命
〉
運
動
論
と
し
て
ど

う
見
る
べ
き
か
の
端
緒
と
し
た
点
に
特
徴
が
あ
っ
た）

33
（

。

　

四
つ
目
は
Ｄ
フ
ァ
シ
ス
ト
と
い
う
評
価
を
す
る
伝
統
的
な
研
究
で
あ
る
。
古

屋
哲
夫
の
「
北
一
輝
論
」
⑴
〜
⑸
は
未
完
で
あ
る
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
で

あ
る
。
一
九
七
三
年
〜
一
九
七
七
年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
古
屋
の
研
究

は
、
体
制
化
し
た
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
北
の
特
殊
性
と
は
何
か
、
北
が

日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
源
流
と
な
り
え
た
衝
撃
力
と
は
何
か
と
い
う
二
つ
の
観
点

か
ら
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
の
異
質
性
を
論
じ
る
当
時
の
北
研
究
の
傾
向
を
批
判

的
に
捉
え
、
北
思
想
に
お
け
る
一
般
の
社
会
主
義
や
民
主
主
義
に
対
す
る
異
質

性
を
検
討
し
、
北
の
思
想
に
お
け
る
要
素
の
関
連
の
整
理
を
行
い
、
北
の
思
想

が
、
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
形
成
に
参
与
す
る
諸
グ
ル
ー
プ
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
た
の
か
を
系
統
的
に
研
究
し
た）

34
（

。
ま
た
、
一
九
七
五
年
、
安
部
博
純
は

「
日
本
超
国
家
主
義
の
原
型
」
で
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
の
視
点
か
ら
北
を

「
天
皇
教
」
の
呪
縛
か
ら
自
由
な
「
醒
め
た
天
皇
主
義
者
」
と
規
定
し
、
伝
統

的
国
家
主
義
を
超
え
る
新
し
い
反
動
＝
フ
ァ
シ
ズ
ム
思
想
の
源
流
た
り
え
た
と
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評
価
し
た）

35
（

。

　

加
え
て
、
木
下
半
治
『
日
本
右
翼
の
研
究
』（
現
代
評
論
社
、
一
九
七
七
年
）

は
、『
日
本
改
造
法
案
大
綱
』
を
「
日
本
フ
ァ
シ
ス
ト
運
動
の
聖
典
」
と
位
置

づ
け
た
。
そ
し
て
、
松
沢
哲
成
は
北
の
提
示
し
た
変
革
案
に
つ
い
て
、
革
命
思

想
の
土
着
化
な
ど
で
は
な
く
単
な
る
合
法
化
で
あ
り
、「
反
・
現
状
維
持
で

反
・
革
命
の
二
正
面
作
戦）

36
（

」
で
あ
る
と
評
価
し
、
松
本
清
張
『
北
一
輝
論
』

（
講
談
社
、
一
九
七
九
年
）
は
、
北
の
政
界
の
黒
幕
的
な
行
動
の
面
に
着
目
し
、

思
想
的
に
も
他
人
の
剽
窃
が
多
く
、
独
創
的
変
革
論
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
と
し

て
、
北
を
権
力
の
走
狗
と
断
罪
す
る
点
に
重
き
を
置
い
た
。

　

五
つ
目
は
、
Ｅ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
（
個
人
の
思
考
と
行
動
を
特
徴
づ
け
る
一

貫
し
た
傾
向
）
を
特
に
重
視
す
る
研
究
で
あ
る
。
三
島
由
紀
夫
は
「
北
一
輝
を

ど
う
し
て
も
小
説
中
の
人
物
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
が
小
説
の
人
物

と
考
え
る
に
は
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と
違
っ
て
、
一
人
の
人
物
の
性
格
が
あ

る
矛
盾
を
生
み
な
が
ら
も
統
一
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、

私
は
北
一
輝
に
な
お
生
々
と
し
た
混
沌
を
認
め
る
か
ら
で
あ
る）

37
（

」
と
記
述
し
た
。

そ
し
て
、「
北
一
輝
の
憲
法
、
そ
の
『
日
本
改
造
法
案
大
綱
』
は
、
い
わ
ば
当

時
の
は
な
は
だ
窮
屈
な
天
皇
制
国
家
の
中
に
お
け
る
人
間
主
義
の
叫
び
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
人
間
主
義
の
叫
び
は
、
常
に
血
ま
み
れ
て
い

た
）
38
（

」
と
の
評
を
提
出
す
る
と
共
に
「
北
一
輝
が
『
国
家
改
造
案
原
理
大
綱
』
で

述
べ
た
こ
と
は
、
新
憲
法
で
そ
の
七
割
方
が
皮
肉
に
も
実
現
さ
れ
た）

39
（

」
と
評
価

し
た
。
上
記
の
通
り
、
三
島
は
小
説
の
人
物
で
は
な
い
「
北
一
輝
そ
の
も
の
」

を
志
向
す
る
が
、
そ
れ
が
実
証
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
と
言
え
ば
そ
れ
は
別
の

問
題
で
あ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
た
い
。

　

歴
史
学
的
視
点
か
ら
は
宮
本
盛
太
郎
の
『
北
一
輝
研
究
』
が
こ
こ
に
挙
げ
ら

れ
る
。
宮
本
は
、
北
の
思
想
形
成
を
丹
念
に
追
い
、
北
に
お
い
て
「
一
貫
不

惑
」
で
あ
っ
た
も
の
と
変
化
し
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
か
と
い
う
自
ら
が
設
定

し
た
問
題
に
、
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
の
比
較
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
比
較
思

想
史
的
な
方
法
で
迫
っ
た
。
宮
本
は
、
北
の
一
貫
不
惑
意
識
を
支
え
る
も
の
は
、

①
自
己
の
無
誤
謬
性
に
対
す
る
宗
教
的
信
念
と
、
②
現
状
そ
の
も
の
を
問
題
と

し
て
極
め
て
状
況
的
で
あ
る
北
の
思
考
方
法
と
、
③
『
国
家
改
造
案
原
理
大

綱
』
以
前
の
論
稿
・
著
書
の
主
張
が
『
国
家
改
造
案
原
理
大
綱
』
の
う
ち
に
多

く
生
か
さ
れ
た
こ
と
の
三
つ
で
あ
る
と
し
、
北
の
提
示
す
る
現
状
変
革
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
、
状
況
が
異
な
れ
ば
異
な
っ
た
形
姿
を
も
っ
て
現
れ
て
く
る
と
評
価

す
る
と
共
に
、
そ
の
思
想
は
客
観
的
に
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
で
あ
る
と
し
た）

40
（

。

　

竹
山
護
夫
の
研
究
は
、
北
を
「
分
裂
気
質
」
と
規
定
し
、
北
の
「
無
意
識
」

の
領
域
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た）

41
（

。
竹
山
の
論
か
ら
は
、
研
究
史
に
お
け
る
北
一
輝

像
の
乱
立
状
況
が
北
自
身
の
「
分
裂
気
質
」
に
起
因
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る

も
の
の
、「
無
意
識
」
は
実
証
不
可
能
な
問
題
点
が
あ
る
。
加
え
て
、
岡
本
幸

治
の
研
究
は
、
進
化
論
の
受
容
時
期
を
め
ぐ
っ
て
松
本
健
一
を
批
判
す
る
と
共

に
、
北
の
思
想
確
立
の
時
期
を
日
露
戦
争
開
戦
前
に
あ
る
と
捉
え
、
そ
の
思
想

軸
は
生
涯
変
わ
ら
ず
一
貫
し
て
い
る
も
の
の
、
対
外
的
な
危
機
に
対
応
し
て
北

の
思
想
の
力
点
が
変
わ
る
と
す
る
説
を
提
示
し
た）

42
（

。

　

最
後
に
、
Ｆ
副
次
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
北
一
輝
を
検
討
す
る
研
究
で
あ
る
。

真
っ
先
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
の
は
二
・
二
六
事
件
研
究
で
あ
る
だ
ろ
う
。
筒
井

清
忠
「
北
一
輝
思
想
と
二
・
二
六
事
件
」
松
沢
哲
成
編
『
人
と
思
想
：
北
一

輝
』（
三
一
書
房
、
一
九
七
七
年
）
は
、
ク
ー
デ
タ
ー
と
し
て
の
二
・
二
六
事

件
の
解
明
の
た
め
に
、『
日
本
改
造
法
案
大
綱
』
に
対
す
る
態
度
を
メ
ル
ク
マ

ー
ル
に
し
て
青
年
将
校
を
「
改
造
主
義
派
」
と
「
天
皇
主
義
派
」
の
二
類
型
に
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分
け
て
分
析
し
た
。
二
つ
目
は
法
華
経
と
の
関
連
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
田
村

芳
朗
「
北
一
輝
と
法
華
経
」『
ピ
エ
ロ
タ
』
復
刊
第
一
号
（
吟
遊
社
、
一
九
七

四
年
）
で
は
、
北
の
法
華
経
信
仰
に
視
点
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
日
蓮
の
『
立

正
安
国
論
』
の
思
想
と
対
照
し
つ
つ
、
近
代
日
本
に
お
け
る
日
蓮
な
い
し
法
華

信
仰
の
思
想
史
の
上
に
北
の
思
想
を
位
置
づ
け
、
日
蓮
の
仏
法
普
遍
主
義
・
聖

権
主
義
に
対
し
て
、
北
は
国
家
を
絶
対
視
す
る
国
家
主
義
、
俗
権
主
義
で
あ
る

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
三
つ
目
は
ア
ジ
ア
主
義
で
あ
る
。
岡
本
幸
治
は
『
支
那

革
命
外
史
』
に
お
け
る
ア
ジ
ア
主
義
の
構
造
分
析
を
行
っ
て
い
る）

43
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。
ま
た
、
野

村
乙
二
朗
は
ア
ジ
ア
侵
略
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
「
大
ア
ジ
ア
主
義
」
の

一
類
型
と
し
て
北
一
輝
を
捉
え
た）

44
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。

　

以
上
の
よ
う
な
第
三
期
の
研
究
の
動
向
は
、
一
言
で
い
え
ば
多
様
化
で
あ
る
。

第
三
期
で
は
、
北
か
ら
離
れ
な
い
こ
と
を
志
向
し
、
出
来
る
限
り
北
に
即
し
た

読
解
を
行
う
と
い
う
姿
勢
の
確
立
を
見
て
取
れ
る
が
、
一
方
で
は
、
そ
れ
を
建

前
と
し
て
「
政
治
の
季
節
」
の
下
で
各
論
者
が
自
ら
の
立
場
に
つ
い
て
北
を
通

し
て
語
る
と
い
う
「
場
」
が
生
ま
れ
て
も
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
北
一

輝
の
思
想
自
体
に
目
を
向
け
る
と
い
う
基
本
的
姿
勢
の
確
立
自
体
は
評
価
す
べ

き
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
反
面
、
第
三
期
の
研
究
に
は
研
究
者
各
々
の
関
心
に

引
っ
張
ら
れ
る
形
で
北
一
輝
像
が
乱
立
し
て
い
る
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
。
第

三
期
は
、
第
二
期
に
お
け
る
戦
後
歴
史
学
の
批
判
的
検
討
の
流
れ
を
引
き
継
ぐ

形
で
各
研
究
者
が
様
々
な
方
法
を
用
い
て
北
一
輝
像
の
再
解
釈
を
重
ね
た
が
、

「
政
治
の
季
節
」
の
終
わ
り
と
共
に
前
述
の
特
殊
な
「
場
」
は
徐
々
に
終
息
し

て
い
っ
た
。
そ
の
時
に
、
こ
れ
ら
の
一
種
の
「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
」
な
研
究

の
う
ち
、
ど
れ
ほ
ど
の
研
究
が
「
時
間
」
に
耐
え
う
る
「
強
度
」
を
持
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
北
一
輝
研
究
者
以
外
に
は
全
く
顧
み
ら

れ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
残
酷
な
こ
と
で
あ
る
。

三　

北
一
輝
研
究
の
現
在
と
そ
の
課
題

⑴　

近
年
の
研
究
動
向

　

第
四
期
は
平
成
の
始
ま
り
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
（
一
九
八
九
年
〜
二
〇
二

〇
年
）
で
あ
る
。
第
四
期
に
お
い
て
は
、
第
三
期
的
な
「
政
治
の
季
節
」
の
影

響
下
で
生
ま
れ
、
そ
し
て
生
き
残
っ
て
き
た
北
一
輝
像
の
「
流
れ
」
と
、「
政

治
の
季
節
」
以
後
の
北
一
輝
像
の
新
た
な
「
流
れ
」
が
今
も
並
立
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
第
四
期
は
、
第
三
期
の
Ａ
〜
Ｄ
の
よ
う
な
「
北
一
輝

は
何
者
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う
規
定
に
重
点
を
置
く
研
究
は
少
な
く
、
ま
た
、

Ｆ
副
次
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
北
一
輝
を
検
討
す
る
研
究
の
内
、
特
に
二
・
二
六

事
件
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
下
火
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

筒
井
清
忠
、
須
崎
慎
一
ら
の
二
・
二
六
事
件
研
究
の
進
展
に
よ
り
、
北
一
輝
の

思
想≠

青
年
将
校
運
動
と
い
う
議
論
が
浸
透
し
て
き
た
現
在
、
政
治
史
に
お
け

る
北
一
輝
の
重
要
性
が
相
対
的
に
低
下
し
、
結
果
的
に
北
一
輝
像
は
思
想
史
と

政
治
史
に
分
裂
し
て
い
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
そ
の
分
裂
に
よ
っ
て
皮
肉
に
も
北
自
身
の
思
想
そ
の
も
の
へ
の
関

心
が
よ
り
強
ま
り
、
Ｅ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
（
個
人
の
思
考
と
行
動
を
特
徴
づ
け

る
一
貫
し
た
傾
向
）
を
特
に
重
視
す
る
研
究
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
関
心
に
引
っ
張
ら
れ
る
形
で
北
の
ア
ジ
ア
主
義
や
革
命
観
、
北
の
信

仰
に
つ
い
て
の
テ
ー
マ
研
究
（
Ｆ
に
分
類
さ
れ
る
）
は
深
め
ら
れ
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
。

　

具
体
的
に
は
、
思
想
形
成
に
焦
点
を
当
て
、
北
の
思
想
構
造
が
確
立
し
た
時

期
を
探
り
、
対
外
的
な
危
機
に
際
し
て
北
の
思
想
の
力
点
が
変
わ
る
と
し
た
岡



54

本
幸
治
『
北
一
輝
：
転
換
期
の
思
想
構
造
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
六

年
）、
様
々
に
解
釈
可
能
な
北
の
政
治
思
想
の
う
ち
、
北
が
本
当
に
意
図
し
た

も
の
を
重
視
し
、
主
と
し
て
穂
積
八
束
と
の
比
較
か
ら
北
の
「
国
体
論
」
を
探

っ
た
藤
本
眞
悟
の
研
究）

45
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 （
一
九
九
八
年
）、
松
本
健
一
に
よ
る
全
五
巻
に
わ
た

る
評
伝
の
刊
行）

46
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（
二
〇
〇
四
年
）、
北
の
国
家
論
を
思
想
史
的
に
読
み
解
く
嘉

戸
一
将
『
北
一
輝
：
国
家
と
進
化
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
北
の
「
経

済
」
思
想
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
清
水
元
『
北
一
輝
：
も
う
一
つ
の
「
明
治
国

家
」
を
求
め
て
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）、
二
・
二
六
事
件
の
北

一
輝
と
い
う
こ
と
を
ひ
と
ま
ず
カ
ッ
コ
に
い
れ
て
北
の
思
想
そ
の
も
の
を
詳
細

に
検
討
す
る
こ
と
を
志
向
し
、『
国
体
論
及
び
純
正
社
会
主
義
』
が
、
終
生
、

北
を
拘
束
し
続
け
て
い
た
と
す
る
こ
と
で
、
北
に
お
け
る
主
要
著
作
の
重
み
を

再
解
釈
し
た
古
賀
暹
の
研
究）

47
（

（
二
〇
一
四
年
）、
孫
文
と
北
一
輝
の
「
革
命
」

構
想
の
比
較
・
分
析
を
通
し
て
近
代
に
お
け
る
「
革
命
」
に
つ
い
て
考
察
し
た

八
ヶ
代
美
佳
『
孫
文
と
北
一
輝
│
〈
革
命
〉
と
は
何
か
』（
敬
文
舎
、
二
〇
一

七
年
）
が
こ
の
時
期
の
重
要
な
研
究
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、『
北
一
輝
著
作
集
』
に
含
ま
れ
て
い
な
い
新
史
料
と
し
て
『
自
筆
修

正
版　

国
体
論
及
び
純
正
社
会
主
義）

48
（

』
が
刊
行
さ
れ
た
影
響
は
大
き
い
。
萩
原

稔
の
『
北
一
輝
の
「
革
命
」
と
「
ア
ジ
ア）

49
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」』（
二
〇
一
一
年
）
は
、
北
の
対
外

認
識
に
焦
点
を
当
て
、
北
一
輝
の
「
革
命
」
思
想
の
一
貫
性
を
強
調
し
た
点
に

お
い
て
卓
抜
し
た
研
究
で
あ
る
と
共
に
、
自
筆
修
正
版
『
国
体
論
及
び
純
正
社

会
主
義
』
の
検
討
に
よ
る
成
果
を
従
来
の
評
伝
的
研
究
に
落
と
し
込
ん
だ
点
に

お
い
て
最
も
優
れ
た
研
究
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｃ
・
Ｗ
・
Ａ
・
ス
ピ
ル
マ

ン
の
『
近
代
日
本
の
革
新
論
と
ア
ジ
ア
主
義
』（
二
〇
一
五
年
）
は
、
猶
存
社

研
究
の
文
脈
で
北
一
輝
を
扱
い
、
北
が
、
一
九
〇
六
年
の
『
国
体
論
及
び
純
正

社
会
主
義
』、
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
『
支
那
革
命
外
史
』、
一
九
一
九
年
の

『
国
家
改
造
案
原
理
大
綱
』
以
降
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
書
簡
を
除
い
て
著
作
活

動
を
や
め
て
い
た
点
に
着
目
し
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
北

が
書
い
た
と
さ
れ
て
い
る
文
書
は
様
々
な
活
動
家
の
注
文
に
応
じ
て
書
か
れ
て

お
り
、
ど
こ
ま
で
北
の
個
人
的
な
考
え
を
あ
ら
わ
す
の
か
に
は
疑
問
の
余
地
が

あ
る
と
す
る
と
し
て
、『
国
体
論
及
び
純
正
社
会
主
義
』
の
自
筆
修
正
版
の
修

正
・
訂
正
さ
れ
た
部
分
を
分
析
す
る
こ
と
で
北
の
思
想
が
晩
年
ど
の
よ
う
に
変

化
し
た
か
を
探
り
、
北
の
思
想
の
一
貫
性
に
再
検
討
を
加
え
て
い
る）

50
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⑵　

今
後
の
展
望

　

こ
れ
ま
で
、
北
一
輝
研
究
史
を
概
観
し
て
き
た
が
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
る

研
究
動
向
を
整
理
し
た
上
で
今
後
の
展
望
を
述
べ
れ
ば
、
①
「
思
想
の
一
貫

性
」
の
問
題
（
主
と
し
て
『
国
体
論
及
び
純
正
社
会
主
義
』
を
ど
う
読
む
か
）、

②
北
の
国
体
論
・「
純
正
社
会
主
義
」
の
位
置
づ
け
、
③
北
の
信
仰
と
思
想
と

の
関
わ
り
と
い
う
三
点
が
大
き
な
論
点
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ

ぞ
れ
が
完
全
に
独
立
し
て
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
〝
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
〞
の
よ
う
に
重
な
り
合
っ
て
い
る
問
題
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
①
「
思
想
の
一
貫
性
」
の
問
題
で
あ
る
。
北
自
身
は
自
ら
の
思
想
に

つ
い
て
「
理
論
と
し
て
二
十
三
歳
の
青
年
の
主
張
論
弁
し
た
こ
と
も
、
実
行
者

と
し
て
隣
国
に
多
少
の
足
跡
を
印
し
た
こ
と
も
、
而
し
て
此
の
改
造
法
案
に
表

は
れ
た
こ
と
も
、
二
十
年
間
嘗
て
大
本
根
柢
の
義
に
於
て
一
点
一
画
の
訂
正
な

し
と
云
ふ
根
本
事
の
諒
解
を
欲
す
る）

51
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」
と
主
張
し
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
の
研

究
は
北
の
主
著
の
間
に
「
転
向
」・「
変
節
」
が
あ
っ
た
と
す
る
立
場
と
、
思
想

に
一
貫
性
が
あ
る
と
す
る
立
場
に
二
分
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
、「
思
想
に
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連
続
性
が
あ
る
か
、
ど
こ
か
で
断
絶
が
あ
る
か
」
と
い
う
問
い
に
言
い
換
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
問
い
自
体
は
研
究
の
黎
明
期
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
前

述
し
た
丸
山
の
研
究
は
、
明
治
期
に
構
築
さ
れ
た
「
天
皇
制
国
家
原
理
」
と
昭

和
期
の
「
超
国
家
主
義
」
に
連
続
性
を
主
張
し
、
そ
の
最
も
象
徴
的
な
人
物
の

一
人
と
し
て
北
を
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
教
祖
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
久
野
は
伝
統
的
国
家
主
義
と
「
超
国
家
主
義
」
の
思
想
的
切
れ
目

が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
（
だ
が
、
切
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

）
と
し
、
そ
の
「
超
国
家
主

義
」
の
代
表
的
な
人
物
と
し
て
北
を
挙
げ
て
い
る
。

　
「
転
向
」・「
変
節
」
を
主
張
す
る
立
場
の
研
究
は
、
例
え
ば
、
古
屋
哲
夫
の

「
北
一
輝
論
」
や
、
近
年
の
も
の
で
は
八
ヶ
代
美
佳
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
久
野
の
ラ
イ
ン
に
乗
る
研
究
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
「
転
向
」・「
変
節
」
を
主
張
す
る
研
究
は
、「
日
本
フ
ァ
シ

ズ
ム
」
あ
る
い
は
「
超
国
家
主
義
」
的
な
性
格
を
有
し
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も

「
戦
後
民
主
主
義
」
的
か
と
い
う
二
項
対
立
に
軸
が
置
か
れ
て
お
り
、
処
女
作

で
あ
る
『
国
体
論
及
び
純
正
社
会
主
義
』
を
後
者
の
「
戦
後
民
主
主
義
」
的
な

性
格
を
持
つ
も
の
と
捉
え
る
の
に
対
し
て
、
後
期
の
『
支
那
革
命
外
史
』
及
び

『
国
家
改
造
案
原
理
大
綱
』・『
日
本
改
造
法
案
大
綱
』
を
前
者
の
性
格
を
持
つ

も
の
と
捉
え
る
。
そ
の
論
の
構
成
上
、
あ
る
意
味
で
必
然
的
に
「
変
節
」・「
転

向
」
を
導
く
構
造
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
が
研
究
の
根
幹
に
存
在
し
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

対
し
て
、「
思
想
の
一
貫
性
」
を
主
張
す
る
立
場
の
研
究
は
、「
フ
ァ
シ
ス

ト
」
と
規
定
す
る
具
島
・
丸
山
以
来
の
研
究
自
体
に
は
否
定
的
な
も
の
が
多
い

一
方
で
、
明
治
期
の
思
想
か
ら
昭
和
期
の
思
想
に
連
続
性
を
見
る
点
に
お
い
て

あ
る
意
味
で
丸
山
の
ラ
イ
ン
に
接
近
す
る
研
究
で
あ
る
と
い
え
る
。
宮
本
盛
太

郎
『
北
一
輝
研
究
』、
松
本
健
一
『
評
伝
北
一
輝
』
全
五
巻
、
萩
原
稔
『
北
一

輝
の
「
革
命
」
と
「
ア
ジ
ア
」』
は
前
期
の
北
の
思
想
と
後
期
の
北
の
思
想
と

の
連
続
性
を
強
調
す
る
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
「
思
想
の
一
貫
性
」
の
問
題
を
検
討
す
る
上
で
争
点
に
な
る
の
は
な
ん
と
い

っ
て
も
『
国
体
論
お
よ
び
純
正
社
会
主
義
』
を
ど
う
読
む
か
に
な
る
。
そ
の
意

味
で
、
②
北
の
国
体
論
・「
純
正
社
会
主
義
」
の
位
置
づ
け
が
重
要
に
な
る
。

北
一
輝
の
評
価
が
現
在
に
お
い
て
も
定
ま
っ
て
い
な
い
原
因
は
、
処
女
作
『
国

体
論
及
び
純
正
社
会
主
義
』
の
正
確
な
思
想
構
造
の
把
握
が
出
来
て
い
な
い
こ

と
に
あ
る
。『
国
体
論
及
び
純
正
社
会
主
義
』
は
北
の
思
想
家
と
し
て
の
出
発

点
で
あ
り
、
北
研
究
に
お
い
て
そ
の
理
論
の
正
確
な
把
握
は
避
け
て
通
る
こ
と

の
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
自
体
が
持
つ
難
解
さ
や
膨
大
さ

が
要
因
と
な
り
、
北
の
「
意
図
し
た
も
の
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
の
一
面
が
抜
け

落
ち
、
結
果
的
に
北
か
ら
外
れ
た
恣
意
的
な
読
解
を
促
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ

る
。

　

そ
の
た
め
、
根
本
的
か
つ
徹
底
的
に
北
の
思
想
に
迫
る
と
い
う
意
識
の
下
、

「
北
一
輝
本
人
の
意
図
」
か
ら
離
れ
ず
に
、
虚
心
坦
懐
に
テ
ク
ス
ト
を
読
み
込

む
こ
と
が
北
一
輝
研
究
で
は
特
に
必
要
に
な
る
。
そ
の
時
、
最
も
重
要
な
先
行

研
究
は
、
北
の
「
純
正
社
会
主
義
」
の
思
想
構
造
を
テ
ク
ス
ト
か
ら
丹
念
に
明

ら
か
に
し
、
図
式
化
を
行
っ
た
岡
本
幸
治
の
研
究
で
あ
る
。
後
の
研
究
者
が
岡

本
の
研
究
を
補
強
す
る
に
し
ろ
叩
き
台
に
す
る
に
し
ろ
、
岡
本
が
研
究
史
の
上

で
果
た
し
た
歴
史
的
役
割
の
重
要
性
は
疑
う
べ
く
も
な
い
だ
ろ
う
。
加
え
て
、

自
筆
修
正
版
『
国
体
論
及
び
純
正
社
会
主
義
』
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
比
較

の
た
め
の
基
礎
と
し
て
『
国
体
論
及
び
純
正
社
会
主
義
』
を
読
解
す
る
価
値
を

相
対
的
に
高
め
て
い
る
と
言
え
る
。
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ま
た
、
現
在
の
北
研
究
の
主
流
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
主
と
し
て
国

際
関
係
論
の
関
心
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
北
の
ア
ジ
ア
主
義
・
対
外
観
・
革
命
観

に
視
点
を
あ
て
る
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
第
一
次
教
科
書
問
題
」
後
に
先

鋭
化
し
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
の
強
い
影
響
下
で
唱
え
ら
れ
る

「
一
国
史
に
留
ま
ら
な
い
歴
史
叙
述
」
へ
の
貢
献
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
と
言

え
る
が
、
で
は
「
一
国
史
に
留
ま
ら
な
い
歴
史
叙
述
」
は
果
た
し
て
「
史
観
」

か
ら
自
由
な
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
問
題
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
北
の

ア
ジ
ア
主
義
・
対
外
観
・
革
命
観
に
焦
点
を
当
て
る
研
究
は
、
そ
れ
ら
の
観
念

が
北
の
国
体
論
と
い
う
極
め
て
「
日
本
的
な
議
論
」
と
密
接
に
関
わ
っ
て
導
か

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
ず
、
そ
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
全
く
詳
細
に
検

討
し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
国
体
論
に
視
点
を
当
て
る
北
の
先
行
研
究
に
は
不
足
が
残
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
北
の
国
体
論
を
探
っ
た
藤
本
眞
悟
の
研
究
は
、
穂
積
八
束

と
の
比
較
に
視
点
を
置
き
、
国
体
論
を
考
察
す
る
と
い
う
論
の
性
質
上
、
他
の

様
々
な
知
識
人
の
批
判
か
ら
自
身
の
国
体
論
と
「
純
正
社
会
主
義
」
を
形
成
す

る
同
時
代
の
北
一
輝
の
在
り
方
が
抜
け
落
ち
る
点
に
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
古

賀
暹
は
国
体
論
に
視
点
を
当
て
美
濃
部
と
の
比
較
を
志
向
し
た
点
で
重
要
だ
が
、

古
賀
の
結
論
は
「
北
の
国
家
論
の
主
要
な
枠
組
み
が
美
濃
部
に
よ
っ
て
与
え
ら

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
量
す
る）

52
（

」
こ
と
に
留
ま
っ
て
お
り
、
実
証
的
に
思
想

の
受
容
が
示
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
点
に
問
題
が
残
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
③
北
の
信
仰
と
思
想
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
北
の
信
仰
に
関
し
て
の

専
論
は
主
に
「
日
蓮
主
義
」
の
文
脈
で
進
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、
近
年
の
も
の

で
は
北
を
「
日
蓮
主
義
第
二
世
代
」
と
捉
え
る
大
谷
栄
一
や）

53
（

、
北
一
輝
に
焦
点

を
当
て
て
一
九
三
〇
年
代
の
日
蓮
主
義
の
急
進
化
を
描
い
た
津
城
寛
文
の
研
究

が
あ
る）

54
（

。
一
方
で
、
若
林
孝
彦
は
従
来
の
研
究
状
況
に
対
し
て
、
北
の
法
華
思

想
と
政
治
思
想
の
関
係
に
つ
い
て
は
曖
昧
に
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
点
を
問
題

視
し
、
北
の
思
想
に
『
法
華
経
』
や
日
蓮
の
思
想
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

た
か
、
あ
る
い
は
与
え
な
か
っ
た
か
と
い
う
問
い
を
設
定
し
て
分
析
を
行
い）

55
（

、

北
の
『
法
華
経
』
へ
の
傾
倒
が
国
柱
会
な
ど
の
既
存
の
日
蓮
系
の
組
織
と
は
隔

絶
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
な
さ
れ
て
い
る
点
を
強
調
し
、
北
は
「
日
蓮
主
義
者
」
で

は
な
く
、
従
来
の
北
一
輝
研
究
に
お
い
て
は
「
日
蓮
主
義
」・『
法
華
経
』
が
強

調
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
と
結
論
し
た）

56
（

。

　

こ
の
両
者
の
立
場
の
ど
ち
ら
に
せ
よ
、『
国
体
論
及
び
純
正
社
会
主
義
』
を

筆
頭
に
し
た
北
の
著
作
の
記
述
を
抜
き
出
し
て
部
分
的
な
比
較
を
行
う
に
留
ま

っ
て
い
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
北
一
輝
研
究
の
混
迷
し
た
状
況
が
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
北
の
思
想
構
造
と
日
蓮
主
義
の
思
想
構
造
の
比
較
と
い

う
少
し
マ
ク
ロ
な
レ
ベ
ル
で
の
比
較
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
影
響
を
肯
定
す
る
に

し
ろ
否
定
す
る
に
し
ろ
、
全
体
像
の
分
析
を
欠
い
た
片
手
落
ち
の
分
析
に
な
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
特
に
、
影
響
を
否
定
的
に
見
る
立
場
を
取
る
時
、
両

者
の
思
想
を
示
す
記
述
自
体
に
部
分
的
な
違
い
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
思
想
を

単
に
信
仰
上
の
問
題
に
限
ら
ず
、
政
治
・
経
済
等
の
社
会
的
な
領
域
へ
拡
張
し

よ
う
と
す
る
と
い
う
思
想
構
造
に
お
い
て
両
者
が
共
通
す
る
可
能
性
が
残
る
問

題
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
若
林
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
直
接
に
北
を
「
日
蓮
主

義
者
」
の
代
表
と
規
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
確
か
に
疑
問
が
残
る
に
し
ろ
、

「
日
蓮
主
義
」
と
北
の
思
想
を
比
較
す
る
有
用
性
が
依
然
と
し
て
存
在
す
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
時
、
若
林
の
「
日
蓮
主
義
」・『
法
華
経
』
の
強
調
の
否
定
と

い
う
総
論
の
意
義
は
薄
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
そ
も
そ
も
信
仰
に
つ
い
て
の
研
究
史
に
お
い
て
は
『
法
華
経
』
＝
日
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蓮
の
思
想
／
「
日
蓮
主
義
」
と
前
提
し
て
考
察
し
て
い
る
が
、
北
が
日
蓮
と
い

う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
『
法
華
経
』
を
見
た
の
で
は
な
く
、
単
純
に
『
法
華

経
』
の
重
視≠

「
日
蓮
主
義
」
で
あ
っ
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
「
日
蓮
主
義
」

と
の
比
較
研
究
は
基
礎
的
な
部
分
か
ら
崩
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
意
味
で
、
一
九
一
七
〜
一
九
一
八
年
頃
に
北
に
『
法
華
経
』
の
読
経
法
を

伝
え
た
と
さ
れ
る
「
永
福
と
い
う
行
者
」
の
来
歴
は
重
要
に
な
る
が
、
現
在
史

料
が
乏
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
は
一
筆
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
三

点
の
論
点
の
提
出
を
も
っ
て
今
後
の
展
望
を
終
え
る
こ
と
に
す
る
。

お
わ
り
に

　

北
一
輝
の
研
究
は
結
局
の
と
こ
ろ
「
北
一
輝
」
そ
の
も
の
と
向
き
合
う
事
か

ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
人
の
歴
史
、
特
に
個
人
の
思
想
史
の
叙
述
は
、

そ
れ
を
書
く
主
体
と
し
て
の
歴
史
家
の
歴
史
認
識
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
行
わ

れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
北
一
輝
研
究
に
は
、
個
人
の
思
想
史
に
取
り
組
む
際
に

特
に
強
く
現
れ
る
、
歴
史
叙
述
と
歴
史
認
識
の
問
題
が
象
徴
的
に
現
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
研
究
史
を
史
料
と
し
て
俎
上
に
載
せ
、「
歴
史
化
」
を
行
う
こ
と
で
、

北
一
輝
研
究
と
実
証
的
な
歴
史
学
双
方
の
問
い
直
し
の
契
機
を
作
れ
る
の
で
は

な
い
か
。
そ
う
考
え
て
本
稿
を
執
筆
し
た
が
、
一
方
で
既
知
を
重
ね
た
だ
け
に

な
っ
て
い
な
い
か
と
い
う
心
配
も
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究

整
理
で
本
格
的
に
は
取
り
組
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
北
一

輝
研
究
の
動
向
を
整
理
し
、
今
後
の
研
究
の
展
望
を
示
し
た
点
に
は
、
こ
れ
か

ら
の
北
一
輝
研
究
に
お
い
て
少
な
か
ら
ぬ
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
で
、
本
稿
は
論
の
性
格
上
、
研
究
を
羅
列
的
に
記
述
す
る
と
こ
ろ
が
あ

り
、
北
一
輝
研
究
を
行
っ
て
き
た
個
人
に
つ
い
て
の
詳
細
な
思
想
史
的
検
討
や
、

当
時
の
時
代
状
況
の
記
述
が
詳
細
に
行
え
て
い
な
い
問
題
が
あ
る
。
北
一
輝
研

究
と
実
証
的
な
歴
史
学
双
方
の
問
い
直
し
の
契
機
を
作
る
と
い
う
大
き
な
目
標

の
達
成
の
た
め
に
、
上
記
の
作
業
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
今
後
の
課

題
と
し
て
本
稿
を
閉
じ
よ
う
と
思
う
。
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（
中
国
│
近
・
現
代
）
一
九
六
頁
。

（
20
）　

橋
川
文
三
「
国
家
社
会
主
義
の
発
想
様
式
」『
年
報
・
政
治
学
一
九
六
八
』
一
九

巻
（
一
九
六
八
年
九
月
）
に
初
出
。
引
用
は
松
沢
哲
成
『
北
一
輝 

人
と
思
想
』（
三
一

書
房
、
一
九
七
七
年
）
一
〇
三
頁
。

（
21
）　

同
右
、
八
五
〜
八
六
頁
。

（
22
）　

同
右
、
八
六
〜
八
七
頁
。

（
23
）　

松
本
健
一
「
唯
一
者
と
そ
の
浪
漫
的
革
命
」『
辺
境
』
六
号
（
一
九
七
一
年
十
月
）

に
初
出
。
本
稿
で
使
用
し
た
の
は
、
五
十
嵐
暁
郎
『「
北
一
輝
」
論
集
』（
三
一
書
房
、

一
九
七
九
年
）
一
三
〇
〜
一
三
一
頁
よ
り
。

（
24
）　

前
掲
、『「
北
一
輝
」
論
集
』
一
三
〇
頁
。

（
25
）　

利
根
川
裕
「
北
一
輝
に
お
け
る
天
皇
」『
浪
漫
』（
一
九
七
四
年
四
月
・
五
月
・
六

月
号
）
に
初
出
。
本
稿
で
は
前
掲
『
北
一
輝
論
集
』
二
七
一
〜
二
九
五
頁
の
も
の
を
参

照
し
た
。

（
26
）　

木
下
長
宏
「
詩
人
輝
次
郎
の
転
位
」『
ピ
エ
ロ
タ
』
復
刊
第
一
号
（
吟
遊
社
、
一

九
七
四
年
）。

（
27
）　

鹿
野
政
直
『
資
本
主
義
形
成
期
の
秩
序
意
識
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
）
五

九
四
〜
五
九
八
頁
。

（
28
）　

河
原
宏
「
超
国
家
主
義
の
思
想
形
成
│
北
一
輝
を
中
心
と
し
て
│
」『
日
本
の
フ

ァ
シ
ズ
ム
：
形
成
期
の
研
究
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
〇
年
）
四
〜
五
頁
。

（
29
）　

村
上
一
郎
『
北
一
輝
論
』（
三
一
書
房
、
一
九
七
〇
年
）
一
一
頁
。

（
30
）　

Ｇ
・
Ｍ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
「
日
本
語
版
へ
の
序
文
」『
北
一
輝
と
日
本
の
近
代
』（
勁

草
書
房
、
一
九
七
一
年
）
ⅴ
頁
。

（
31
）　

滝
村
隆
一
『
北
一
輝
：
日
本
の
国
家
社
会
主
義
』（
勁
草
書
房
、
一
九
七
三
年
）

四
〇
頁
。

（
32
）　

渡
辺
京
二
「
北
一
輝
問
題
」『
小
さ
き
も
の
の
死
』（
葦
書
房
、
一
九
七
五
年
）
一

五
一
〜
一
五
二
頁
。

（
33
）　

福
井
直
秀
「
初
期
北
一
輝
の
変
革
論
」
松
沢
哲
成
編
『
北
一
輝 

人
と
思
想
』（
三

一
書
房
、
一
九
七
七
年
）
一
五
七
〜
一
五
八
頁
。

（
34
）　

古
屋
哲
夫
「
北
一
輝
論
（
1
）」『
人
文
学
報
』
三
六
号
（
一
九
七
三
年
三
月
）
一

二
三
〜
一
二
五
頁
。

（
35
）　

安
部
博
純
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
史
研
究
序
説
』（
未
来
社
、
一
九
七
五
年
）
三
四

六
〜
三
四
七
頁
。

（
36
）　

松
沢
哲
成
『
ア
ジ
ア
主
義
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
』（
れ
ん
が
書
房
新
社
、
一
九
七
九
年
）

二
一
六
頁
。

（
37
）　

三
島
由
紀
夫
「
北
一
輝
論
『
日
本
改
造
法
案
大
綱
』
を
中
心
に
し
て
」『
三
田
文

学
』
五
六
号
（
一
九
六
九
年
七
月
）
五
八
頁
。

（
38
）　

同
右
、
五
八
頁
。

（
39
）　

同
右
、
五
六
頁
。

（
40
）　

宮
本
盛
太
郎
『
北
一
輝
研
究
』（
有
斐
閣
、
一
九
七
五
年
）
二
六
六
頁
。

（
41
）　

竹
山
護
夫
「
北
一
輝
の
生
存
空
間
の
転
換
│
そ
の
「
霊
的
生
活
」
へ
の
至
り
着
き

の
意
味
」『
北
一
輝
の
人
間
像
』（
有
斐
閣
、
一
九
七
六
年
）
九
五
〜
一
〇
九
頁
。

（
42
）　

岡
本
の
研
究
と
し
て
は
「
日
露
戦
争
と
北
一
輝
の
思
想
形
成
：『
北
学
』
形
成
に

お
け
る
決
定
的
意
義
に
つ
い
て
」『
社
会
科
学
論
集
』
第
八
・
九
合
併
号
（
一
九
七
七

年
一
二
月
）
や
、「
北
一
輝
に
お
け
る
進
化
論
の
受
容
と
変
容
（
上
）」『
大
阪
府
立
大
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学
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
）』
第
二
八
巻
（
一
九
八
〇
年
三
月
）
や
、「
北
一
輝
に
お

け
る
進
化
論
の
受
容
と
変
容
（
下
）」『
大
阪
府
立
大
学
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
）』

第
二
九
巻
（
一
九
八
一
年
三
月
）
が
あ
る
。

（
43
）　

岡
本
幸
治
「
北
一
輝
の
ア
ジ
ア
主
義
：『
支
那
革
命
外
史
』
の
構
造
分
析
」『
愛
媛

法
学
会
雑
誌
』
九
巻
一
号
（
一
九
八
二
年
八
月
）。

（
44
）　

野
村
乙
二
朗
「
大
ア
ジ
ア
主
義
の
一
類
型
：
北
一
輝
の
対
英
・
米
認
識
を
中
心
と

し
て
」『
日
本
外
交
の
思
想
』 

七
一
号
（
一
九
八
二
年
八
月
）。

（
45
）　

藤
本
眞
悟
の
研
究
と
し
て
は
「
北
一
輝
の
政
治
思
想
（
Ⅰ
）
│
国
体
論
の
一
考

察
」『
政
治
経
済
史
学
』
三
八
五
号
（
一
九
九
八
年
九
月
）
や
、「
北
一
輝
の
政
治
思
想

（
Ⅱ
）
│
国
体
論
の
一
考
察
」『
政
治
経
済
史
学
』
三
八
六
号
（
一
九
九
八
年
一
〇
月
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
46
）　

松
本
健
一
『
評
伝 

北
一
輝
』
全
五
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
47
）　

古
賀
暹
『
北
一
輝
：
革
命
思
想
と
し
て
読
む
』（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
一
四
年
）。

（
48
）　

長
谷
川
雄
一
、
Ｃ
・
Ｗ
・
Ａ
・
ス
ピ
ル
マ
ン
、
萩
原
稔
編
『
北
一
輝　

自
筆
修
正

版　

国
体
論
及
び
純
正
社
会
主
義
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
49
）　

萩
原
稔
『
北
一
輝
の
「
革
命
」
と
「
ア
ジ
ア
」』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
一

年
）。

（
50
）　

Ｃ
・
Ｗ
・
Ａ
・
ス
ピ
ル
マ
ン
『
近
代
日
本
の
革
新
論
と
ア
ジ
ア
主
義
：
北
一
輝
、

大
川
周
明
、
満
川
亀
太
郎
ら
の
思
想
と
行
動
』（
芦
書
房
、
二
〇
一
五
年
）。

（
51
）　

北
一
輝
「
第
三
回
の
公
刊
頒
布
に
際
し
て
告
ぐ
」『
北
一
輝
著
作
集
』
第
二
巻

（
み
す
ず
書
房
、
一
九
五
九
年
）
三
六
〇
頁
。

（
52
）　

前
掲
、『
北
一
輝
：
革
命
思
想
と
し
て
読
む
』
一
六
九
頁
。

（
53
）　

大
谷
栄
一
『
近
代
仏
教
と
い
う
視
座
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
二
年
）
二
二
五

頁
。

（
54
）　

津
城
寛
文
「
国
家
改
造
と
急
進
日
蓮
主
義
│
北
一
輝
を
焦
点
に
」
西
山
茂
編
『
シ

リ
ー
ズ
日
蓮
四　

近
現
代
の
法
華
運
動
と
在
家
教
団
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
四
年
）
二

一
二
〜
二
二
九
頁
。

（
55
）　

若
林
孝
彦
「
北
一
輝
と
法
華
思
想
（
一
）」『
佛
教
経
済
研
究
』
四
六
号
（
二
〇
一

七
年
五
月
）
一
八
一
〜
一
八
二
頁
。

（
56
）　

若
林
孝
彦
「
北
一
輝
と
法
華
思
想
（
三
）」『
佛
教
経
済
研
究
』
四
八
号
（
二
〇
一

九
年
五
月
）
二
一
九
〜
二
二
一
頁
。
近
代
日
蓮
主
義
運
動
と
北
の
異
質
な
側
面
を
強
調

し
た
他
の
研
究
は
、
金
子
宗
徳
「
国
家
改
造
運
動
と
日
蓮
│
北
一
輝
を
中
心
に
│
」

『
国
体
文
化
』
一
〇
二
二
号
（
二
〇
〇
九
年
七
月
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。


